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○実施学年、教科など 

・第３学年＞社会科＞公民的分野＞(2)私たちと経済＞イ国民の生活と政府の役割 

○単元の目標 

・公共サービスの財源を賄う税の意義・役割や基本的な仕組みを理解する。 

・政府の経済活動（財政）に対する関心を高め、社会資本の整備、社会保障の充実、環境の保全など市場の

働きに委ねることが難しい諸問題に関して政府が果たしている役割や、日本の財政の課題を理解する。  

○評価規準 

・税の意義や役割、基本的な仕組みを理解している。（知識・理解） 

・市場の働きに委ねることが難しい諸問題を具体的に考えることができている。（思考・判断・表現） 

○指導計画（５時間・各１時間） 

第１時  政府の仕事と租税＜本時＞ 

第２時 財政の働き 

第３時 社会保障と国民の福祉 

第４時 公害の防止と環境保全 

第５時 日本経済の課題 

○本時の学習（１／５時間） 

 
学習活動・学習内容 

指導上の留意点 

教材・資料（☆） 

導

入 

１

２

分 

１ 「税の意義や役割について、自分の言葉でまとめてみよう。」 
２ 身近な税の使いみち（学校教育費） 

・公立学校に通う生徒一人当たりの年間教育費（国と地方公共団体の

負担額）を予想する。 

（平成 28年度） 

 

・月謝に置き換えると、毎月約８万５千円が必要となることを知る。 

・教育費にかかる国や地方公共団体の歳出金額を調べる。 

・国や地方公共団体が教育費を負担（支出）している根拠を調べる（憲

法第 26 条第２項「義務教育は、これを無償とする」）。 

 

１ 税の役割 

・税金が使われている施設を挙げ、それらの共通点を考える。 

→「街のみんなが利用する」、「営利目的ではない」、「街に必ず必要」な

ど 

・政府の役割は、利潤を追求する民間では供給されにくい公共施設や

公共サービスの提供にあり、その建設や運用の費用には税金が使わ

れている（税は公共サービスの財源である） 

→生徒に答えさせる。 

 

 

 

 

・学習課題を提示する。 

☆国税庁 HP「税の学習コー

ナー（発展編）」、副教材 

 

 

・歳出金額をイメージさせ

るために、100 万円の束が

１㎝、１億円が１ｍ、１兆

円が 10 ㎞などと考えさせ

る。 

・教科書裏表紙の記述「国民

の税金で無償で支給」に気

付かせる。 

【中学校】 事例１ 「政府の働きを支える税の役割とその仕組み」 

ポイント➢ 税の意義や役割、基本的な税の仕組みを学ぶことに重点を置いた授業例 

約 1,015,000 円 約 876,000 円 約 985,000 円 
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【１班作成指導案】



 
 

〇税金って納めたくないよね 

→なんで？ 

【予想される生徒の意見】 

自分で稼いだお金だから 

ものが高くなるから 

何に使っているかわかんないから 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３ 税の役割 

・税金が使われている施設を挙げ、それらの共通点を考える。 

→「街のみんなが利用する」、「営利目的ではない」、「街に必ず必要」

など 

・政府の役割は、利潤を追求する民間では供給されにくい公共施設や

公共サービスの提供にあり、その建設や運用の費用には税金が使わ

れている（税は公共サービスの財源である）ことを理解する。 

・税の役割は多様→そのために多様な税がある 

４ ３税の必要性 

・DVD を視聴し、税のある暮らしとない暮らしとを比べ、税がなければ

どのような社会になるのかを考え、税の必要性を理解する。 

・納税者が納税の義務を果たさなかったらどうなるのかを考える。 

→公共サービスを賄う財源が不足し、税のない社会と同じになるこ

とに気付き、納税の義務を果たすことの大切さを理解する。 

・税は、公共サービスの費用を賄うものであり、みんなが互いに支え

合い、共によりよい社会を作っていくための費用は、みんなが広く

公平に分かち合うことが必要である。このため、税は「社会の会費の

ようなもの」であると言えることを理解する。 
５ ４税の仕組みや種類・分類 

・会社員の一日の生活の例から、どのような税が関わっているのか、

どのような税の種類があるのかを知る。 
 
 
 
 
・税の基本的な仕組みや種類・分類などを理解する。 

【所得税】 

→会社員の所得税は、会社が毎月給料から差し引き、年末に１年

間の税額の過不足を精算する（年末調整）。 

→事業者などの所得税は、１年間の所得や税額を自分で計算し、

確定申告の時期に申告・納税する。 

【消費税】 

→生徒は、物を買う都度消費税を支払っているが、税務署への申

告・納税は、お店が確定申告の時期などに行っている。 

・消費税のように負担者と納税者が異なる税は間接税、所得税のよう

に一致する税は直接税に区分されることを理解する。 

・これまでに学習した税の種類や分類（直接税と間接税、国税と地方

税）を整理する。 

・所得税など国税は、自己の所得等を最も正確に把握している国民が

自ら税額を適正に計算し申告と納付を行う申告納税制度（自発的に

納税義務を履行する民主的な税制度）であることを理解する。 

・税の公平とは、税を負担能力に応じて分かち合うという意味であ

り、公平には２つの大きな考え方があることを理解する。 

→等しい負担能力のある人（経済力が同じ人）は等しい負担をす  

るという考え方（消費税など）       

 
・公共サービスは、私たちの

暮らしに欠かせないもの

であること、その提供には

費用がかかり、税はその費

用を賄うものであること

を理解させる。 
 

☆国税庁 DVD（「ご案内しま

す アナザーワールドへ」

（15分 57 秒）） 

 

 

・「公平」、「社会の会費のよ

うなもの」などのキーワー

ドは板書し、認識の共有化

を図る。 

 

☆イラストなど 

・身近な生活と税が密接に

関わっていることに気付

かせる。 

 

 

☆国税庁 HP「税の学習コー

ナー（発展編）」、副教材 

 

 

・e-Tax など ICT を使って確

定申告や納税ができるこ

とに気付かせる。 

・生徒も消費税を負担して

いる税の負担者であること

に   気付かせる。 

 

・「公共サービスの費用は、

広く公平に分かち合う必

要がある」と学習したこと

を再確認する。 
・公共サービスの財源を賄

【家】住民税（住むこと）、固定資産税→【会社】法人税、所得税

（給料）→【外出】自動車税、ガソリン税（揮発油税）、消費税

（買い物）、相続税（葬儀場）→【帰宅】酒税、たばこ税 など 
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【１班作成指導案】



 
 

→負担能力の大きい人はより大きな負担をするという考え方（所  

得税や相続税などは、所得など課税対象額が多くなるほど税率

が高くなる仕組み（累進税率））。    

  →消費税と累進課税のそれぞれの長所・短所を考え、税の公平性

の矛盾についても理解する。 

  →それぞれの立場によって公平性の捉え方が違うことについて考

える。 

 

６ 選挙と税 

・それぞれの立場の意見を尊重するために、選挙の大切さを理解す

る。 

・過去の選挙の争点を調べ、税との関わりを考える。 

→選挙の争点の多くは、税の使いみち（どのような政策を行うか）

や税の集め方（その財源をどのように確保するか）に関わる問題

であることに気付く。 

・税の使いみちや集め方は、国民が選挙により選んだ代表者が国会で

決めていることを理解する。 
・主権者である国民が社会や政治、税の在り方や使いみちなどに関心

を持ち、代表者の選出（選挙）を通してその議論に参加するなど、自

ら社会や政治に参画する意識を持つことの大切さを理解する。  

・自らの代表が国の支出の在り方を決めることと自らが国を支える

税を負担しなければならないことは、表裏一体であることを理解

する。 

 

えるよう、また、負担が公

平になるよう多くの税の

種類が組み合わされてい

ることに気付かせる。 

・総務省・文部科学省作成副

教材「私たちが拓く日本の

未来」活用のための指導資

料（指導上の政治的中立の

確保等に関する留意点）の

記載に留意する。 

☆新聞記事 

・選挙に関する新聞記事を

活用し、地方創生、教育・

子育て、福祉、復興、増税・

減税などのヒントを出し

ながら考えさせる。 

ま

と

め 

７ 本時のまとめとして、「税の意義や役割について考えたこと」をワ

ークシートに自分の言葉で表現する。 

・生徒の言葉でまとめさせ

る。 
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【１班作成指導案】



 
 

 
 

 

 

○実施学年、教科など 

・第３学年＞社会科＞公民的分野＞(2)私たちと経済＞イ国民の生活と政府の役割 

○単元の目標 

・公共サービスの財源を賄う税の意義・役割や基本的な仕組みを理解する。 

・政府の経済活動（財政）に対する関心を高め、社会資本の整備、社会保障の充実、環境の保全など市場の

働きに委ねることが難しい諸問題に関して政府が果たしている役割や、日本の財政の課題を理解する。  

○評価規準 

・税の意義や役割、基本的な仕組みを理解している。（知識・理解） 

・市場の働きに委ねることが難しい諸問題を具体的に考えることができている。（思考・判断・表現） 

○指導計画（５時間・各１時間） 

第１時  政府の仕事と租税＜本時＞ 

第２時 財政の働き 

第３時 社会保障と国民の福祉 

第４時 公害の防止と環境保全 

第５時 日本経済の課題 

○本時の学習（１／５時間） 

 
学習活動・学習内容 

指導上の留意点 

教材・資料（☆） 

導

入 

１ 「税の意義や役割について、自分の言葉でまとめてみよう。」 
２ 身近な税の使いみち（学校教育費） 

・公立学校に通う生徒一人当たりの年間教育費（国と地方公共団体の

負担額）を予想する。 

（平成 28年度） 

 

・月謝に置き換えると、毎月約８万５千円が必要となることを知る。 

・私たちが普段払っている 1 人あたりの消費税を予想する。 

 

・月謝に置き換えると毎月約６３１０円必要となることを知る。 

・月謝に置き換えると、毎月約８万５千円必要となること知る。 

・教育費にかかる国や地方公共団体の歳出金額を調べる。￥ 

・国や地方公共団体が教育費を負担（支出）している根拠を調べる（憲

法第 26 条第２項「義務教育は、これを無償とする」）。 

・学習課題を提示する。 

☆国税庁 HP「税の学習コー

ナー（発展編）」、副教材 

 

 

・歳出金額をイメージさせる

ために、100 万円の束が１

㎝、１億円が１ｍ、１兆円

が 10 ㎞などと考えさせ

る。 

・教科書裏表紙の記述「国民

の税金で無償で支給」に気

付かせる。 

展 ３ 税の役割  

【中学校】 事例１ 「政府の働きを支える税の役割とその仕組み」 

ポイント➢ 税の意義や役割、基本的な税の仕組みを学ぶことに重点を置いた授業例 

約 1,015,000 円 約 876,000 円 約 985,000 円 
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